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　先日、教会の会合で神戸の須磨という所に行きました。会議の後、会合で知
り合った牧師さん夫妻の案内で、会場の近くにある、須磨寺を訪ねました。牧
師が連れ立って寺参りというのも、変な感じでしたが、須磨寺というのは平安
時代初期に開山したお寺で、1100年の歴史があり、｢須磨の御大師」さんとして、
近隣の人たちに親しまれているとのことでした。このお寺は、源平ゆかりのお
寺でもあり、あの義経が奇襲をかけた、一ノ谷の合戦で亡くなった戦士の法要
が行われるお寺であるとのことでした。神戸には、平家びいきの人が結構多い
そうで、｢おごる平家は久しからず」とか、｢栄枯盛衰」などと、平家を揶揄（や
ゆ）することは、神戸では、気をつけて言った方がよいと、アドバイスされま
した。 
　｢栄枯盛衰」ではないのですが、次の日の夜に家に戻ると、６年前から飼っ
ていた、金魚が突然、死んでいました。須磨に行く前は、元気に水槽を泳いで
いた金魚でしたので、金魚に心筋梗塞や脳梗塞があるのかどうか疑問ですが、
突然の死に、驚かされました。人の命もわかりませんが、金魚の命もわからな
いものです。毎日、金魚にエサをやるのは、私の仕事でしたので、家族の中で、
金魚に対して最も愛着を持っていたのは私かもしれません。子どもたちは、庭
に埋葬して、金魚のお葬式をしようと言っていましたが、妻は、臭くなるので、
早く生ゴミとして処分した方がよいと現実的でした。結局、私が、夜遅く、庭
に穴を掘り埋葬しました。たかが金魚なのですが、あれほど元気だった金魚の
変わり果てたその姿に、物の哀れと悲しさを感じました。 
 　当たり前のことですが、私たちは、今日、この日を現在として生きています。
今日という、この日も24時間たちますと、明日が、私たちの現在になるわけで
す。波多野精一という哲学者は「時と永遠」という名著の中で、｢時間の不可
逆性」ということを述べています。時間というのは、現在に始まり、それが過
去となり、未来がやって来るということで、その逆はないということです。そ
の時間の流れの中で、私たちは、どのように生きたら良いのかを、波多野精一
は問いかけています。今年も早くも、残すところ２ヶ月足らず。秋の夜長に時々
内省すべき課題の一つです。 
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